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はじめに
果実の品質決定要因のうち､最も重要なものの一つに糖組成があげられる｡果
実に蓄積する主要な糖は､スクロース､グルコース､フルクトースであり､これ
らの糖が様々な割合で存在することにより､果実はそれぞれ独特の甘みを持つに
至る｡これまでも､育種および栽培に関する様々な研究の過程で､糖組成が果実
の品質決定要因として重要であるとの認識から､品質を評価する指標としての糖
分析が行われてきた｡よって､糖組成を決定する遺伝子を明らかにし､その発現
を制御することは園芸学上有意義である｡
これまで我々は､葉における転流糖の合成に関わる酵素､果実においてその転
流糖を代謝する酵素に焦点を当て､主にシンク･ソース機能の強化による果実品
質の向上を目的として､各酵素の精製､性質の解明､遺伝子のクローニング等を
行い､一定の成果を上げてきた｡これらの研究は､より効果的に光合成生産物を
果実に集積させることを目的としてきたので､本研究では次なるステップとして､
果実に集積した糖の組成を制御する遺伝子に取り組んだ｡
トマトなどのスクロース転流植物では､インペルターゼあるいはスクロース合
成酵素､リンゴ等のソルビトール転流植物ではソルビトール脱水素酵素が働いて､
転流糖からヘキソースが生成され､その後へキソースはキナーゼによりリン酸化
を受けて呼吸やデンプン合成などに利用されていく｡主要なヘキソースであるグ
ルコースとフルクトースの割合は果実によって異なるが､上記のキナーゼにより
そのレベルが制御されている可能性がある｡特に､フルクトースは最も甘い糖で
あり､このレベルを制御することにより果実の甘みの増進､あるいは調節が可能
になる｡そこで本研究では､フルクト-スをリン酸化する酵素である､フルクト
キナーゼに注目した｡
園芸作物の育種および栽培生理の分野において､糖は重要な品質形成要因とし
て認識され､様々な研究の局面において､品質を評価する指標として着目されて
きた｡しかし､それぞれの糖レベルを制御する酵素についての分子生物学的アプ
ローチはなされておらず､本研究の成果は園芸作物の育種および栽培に重要な情
報を提供することが期待される｡
現在までに､フルクトースとグルコースの割合に影響を与える可能性のある酵
素遺伝子として､植物からクローニングされたのは､アラビドプシスのへキソキ
ナーゼ､ポテトのフルクトキナーゼのみである｡従って､本研究で得られた成果
は､園芸学上のみならず､植物生理学上重要な知見となる｡現在､イギリスおよ
びアメリカ合衆国の二つのグループが､トマト果実フルクトキナーゼの分子生物
学的研究を進めているが､本研究で得られた成果はそれらに先んずるものであり､
国内外での学会等で一定の評価を得ることができた｡
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